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推進本部（NPO諏訪圏ものづくり推進機構） 

 出展企業    ２６１社  
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 来場者数  ２５,９２８名 

 名刺受付   ７,１３７枚 
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諏訪圏工業メッセ2011 

■ 各種活動内容、分析・評価 
  １．ミニ商談会事前準備 
  ２．ミニ商談会総括 
    大手・中堅招聘企業７社による商談会 
  ３．国内大手招待企業７社による視察総括 
  ４．海外招聘・招待 企業、商談・ビジネス動向 
    JETRO商談会、ＤＴＦ研究会・海外企業視察 
  ５．展示活用セミナ－開催 
    ①セミナ－活用研修（接客対応含む） 

    ②わが社の「ひとわざ（一技）ＰＲシ－ト」作成・ポイント 研修 
  ６．わが社の「ひとわざ（一技）ＰＲ冊子化、ホ－ムペ－ジによる情報発信 
  ７．出展企業（抜粋） 
    企業のｱﾝｹ-ﾄより評価 
  ８．総括、今後の課題と取組み 

■ ビジネス商談 総括 

  ものづくり推進機構主管による実行委員会、事務局、各部会活動が工業 

  メッセ活動運営を成功に導き、中でも推進本部の役割は大きく、特に､ビジ 
  ネス商談に係わる各種活動の切り口で、その活動評価と成果を総括する。 
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１．ミニ商談会（事前準備） 

   招聘企業の選定（経営支援NPOｸﾗﾌﾞ）・調整、商談候補企業の“ひとわざPR 

  シ－ト”を作成し、事前情報を招聘企業に提供、事前マッチング化を図る。 

  ミニ商談のミスマッチング回避をとして、招聘企業の指名方式は、大幅にミス
マッチングが解消され、前年の応募方式に対し、極めて有効な方法となる。 

商談 

企画 

招聘企業 

調査・選定 

候補企業情報 

提供（ｶﾀﾛｸﾞ・
ひとわざ） 

商談企業 

指名方式 

ひとわざＰＲ 

シート作成  

（指名企業） 

ひとわざシート 

募集・冊子化 

ホームペ－ジ
掲載ＰＲ 

招聘企業 

商談会 

諏訪圏工業メッセ2011 

商談会 

フォロ－ 
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諏訪圏工業メッセ2011 

２．ミニ商談会分析・評価、総括 

   国内招聘企業7社（医療関連4社、他3社）による、商談回数28件のミニ商談 

  とﾌﾞ-ｽ視察により、受発注企業間の商談状況の集計・評価取りまとめする。 

  具体的な商談契機成立7％（内半数は既進行）、継続・商談中29％、見積もり 

  提示依頼32％、今後の要望を含め提示11％の状況となる。本ミニ商談会では 

  79％が商談契機を得ており、昨年の63％を大きく上まった。 

7%

29%

32%

11%

21%

全体評価 具体的な商談、成立
継続、商談中
見積り、評価等を提案要請
今後に要望提示
具体的な商談なし

 事前の情報提供・事前調整により、 

ﾐｽﾏｯﾁﾝｸﾞは最小限となり、商談なし21％ 

は商社機能からの要求である完成商品 

や受注企業の積極性対応に課題のある 

ものであった。 
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0%
0% 34%

33%

33%

加賀電子㈱
具体的な商談、成立
継続、商談中
見積り、評価等を提案要請
今後に要望提示
具体的な商談なし

※主な商談内容から 

・NE社のｺｲﾙ技術利用によるｽｷﾐﾝｸ防止装 

 置開発の可能性 

・EN社の太陽光ﾊﾟﾈﾙ・蓄電池、充電器一の 

 見積もり 

・G,E社の新商品が出来たところで、再度 

 コンタクト要請あり 

２-１．加賀電子(株) 

   電子機器企業を対象に4社、ﾌﾞｰｽ視察2社による商談状況は、見積もり提
示・新製品開発34％、今後に要望提示33％、商談なし33％となり、商社機能
からの完成品要求と新企画商品提案への対応が困難な状況にあった。 

諏訪圏工業メッセ2011 
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25%

50%

25%
0%

0%

(株)日立ﾊｲﾃｸﾏﾃﾘｱｽﾞ
具体的な商談、成立
継続、商談中
見積り、評価等を提案要請
今後に要望提示
具体的な商談なし

※主な商談内容から 

・S社の招聘企業関連会社との直取引検討 

・SO社の円高ﾒﾘｯﾄを生かしたﾍﾞﾄﾅﾑ加工の 

 見積もり依頼 

・K社の自動車用FIN付製品開発打診検討 

・E社には購入予定商品の見積もり提示有 

２-２．(株)日立ﾊｲﾃｸﾏﾃﾘｱﾙｽﾞ 
   電子機器企業を対象に4社、ﾌﾞｰｽ視察3社による商談状況は、商談成25％、 
  継続中50％、見積もり提示依頼25％となり商談契機は非常に好況。   
  今後の要望提示、具体的な商談なし共、0％であり、ﾏｯﾁﾝｸﾞ率は100％。 
   招聘企業の積極的な活用姿勢と商談企業の前向きな取組みでﾏｯﾁﾝｸﾞ化、 
  招聘企業からの 商談企業指定方式モデル として評価出来た。 

諏訪圏工業メッセ2011 
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0%
34%

0%33%

33%

(株)ミツバ
具体的な商談、成立
継続、商談中
見積り、評価等を提案要請
今後に要望提示
具体的な商談なし

２-３．(株) ミツバ 
   自動車関係を対象に3社、ﾌﾞｰｽ視察3社による状況は、商談継続34％。 
  今後に要望33％、商談なし33％で商機はやや低い状況。特に具体的な商談 
  なしについては、商談時のプレゼンに課題有、商談対応の重要性が浮き彫り 
  となる。 

※主な商談内容から 

・K社の他社実績評価、海外間取引検討 

・Ｎ社の他社実績評価、金型内作化検討 

・KS社の対応に課題有、折角の技術、加 

 工がｱﾋﾟ-ﾙ出来なかった 

諏訪圏工業メッセ2011 
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0% 25%

50%

0%

25%

富士フイルム(株)
具体的な商談、成立
継続、商談中
見積り、評価等を提案要請
今後に要望提示
具体的な商談なし

※主な商談内容から 

・K社のｶｼﾒ接合技術、共同検討会推進 

・MG社の開発商品について､見積り提示 

・I社のﾀﾞｲｷｬｽﾄ品、表面処理見積り提示 

・Ｈ社の商談対応に課題有、ﾕｰｻﾞ-の 

 ﾒﾘｯﾄ提案に欠けていた 

２-４．冨士フイルム(株) 
    医療・他業種関係を対象に4社、ﾌﾞｰｽ視察3社による状況は、商談継続

25％、見積もり提示50％、商談なし25％の状況。特に具体的な商談なしに 
  ついては 商談時のプレゼンに課題有、ユーザ－からのメリット提案に欠け 
  ていた。 

諏訪圏工業メッセ2011 
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17%

33%33%

0%

17%

酒井医療(株)
具体的な商談、成立
継続、商談中
見積り、評価等を提案要請
今後に要望提示
具体的な商談なし

２-５．酒井医療 (株)   
   医療・異業種関係を対象に4社、ﾌﾞｰｽ視察2社による状況は、商談成立17％ 
  継続33％、見積もり･サンプル評価33％となり、商談契機は83％の状況となる 
  が、商談成立案件は展示会以前にコンタクト有。 
  商談なしの17％は、自社製品が要求製品にﾏｯﾁﾝｸﾞしない又は、提案に対し 
  消極的であった。 

※主な商談内容から 

・IL社の介護製品は進展中 

・MH社のｻﾝﾌﾟﾙ評価、国内活用検討 

・N社の介護ﾛﾎﾞについて詳細検討 

・MY社の介護担架PPS活用検討 

・N社の提案に対する消極性が課題 

諏訪圏工業メッセ2011 
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0% 25%

50%

0%

25%

秋田住友ﾍﾞ-ｸﾗｲﾄ(株) 具体的な商談、成立
継続、商談中
見積り、評価等を提案要請
今後に要望提示
具体的な商談なし

２-６．秋田住友ベ－クライト (株) 
    医療・他業種関係を対象に4社、ﾌﾞｰｽ視察3社による状況は、商談継25％ 
  見積もり提示50％、商談なし25％の状況。特に具体的な商談なしについては 
  商談時のプレゼンに課題有、ユーザ－からの提案に欠けていた。 

※主な商談内容から 

・M社の絶縁ｺ-ﾄ処理技術活用 

・Ｙ社の2部品見積りを提示 

・K社の2部品見積りを提示 

・Ｎ社の既製品にこだわり、新提案に 

 対する積極性に欠けた 

諏訪圏工業メッセ2011 
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0%

100%

0%0%
0%

第一実業(株)
具体的な商談、成立
継続、商談中
見積り、評価等を提案要請
今後に要望提示
具体的な商談なし

２-７．第一実業(株) 
   機械業種関係を対象にﾌﾞｰｽ視察12社による状況から、1社とのミニ商談を 
  実施し商談継続の可能性100％としたが、今回は商談計画がなく、展示視察 
  より、商談会に切り替える方式とした為、評価は実績ベ－スとした。 

※主な商談内容から 

・N社のﾌﾟﾗﾝﾄFA事業より、継続検討 

・MA社の高速ﾊﾞﾄﾗ-装置化に関心 

・Ｔ社のDTF卓上ﾚ-ｻﾞ-加工機に関心 

・H社のDTF洗浄機に関心 

・NS社の中国での設備・治具調達に関心 

・MS社の熱処理技術に関心など 

諏訪圏工業メッセ2011 
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■京セラ(株) 
  資材調達部門における地元からの調達を目指し、15社と面談し2社成約する 
■(株)豊通テクノ 
  トヨタの部品・試作開発、設備調達部門で、展示企業より5社選定し、11月4日企業視察 
  新規調達先の調査と部品図面（10部品）見積もりと一部試作を依頼する（3名来訪） 
■日本光電(株) 
  医療関係13社の展示企業を視察し、N社のパルスオキシメ－タ技術を応用する相手先 
  OEMとしての可能性が極めて高い 
■太陽誘電(株) 
  電子部品事業本部資材調達部より、装置開発企業を調査と若手の育成見地より来訪 
■東レイ(株)；メッセイベントにてプレゼン企業として招待（炭素繊維系複合素材について） 
■(株)日立製作所；調達統括本部より、VE提案やコスト情報提供調査をネライとして視察 
■ＹＫＫ(株)；工機技術本部より、若手7名による外部調達調査を目的に来訪 

諏訪圏工業メッセ2011 

３．国内大手招待企業、視察総括 

   国内大手招待企業7社による展示会視察を機会としたビジネス販路開拓は 

  好況と言え、特に新素材加工、応用などに関心があり、展示ブ－ス視察情報 

  提供アドバイスによって、企業訪問・部品図面見積もり、試作依頼等の案件が 

  あった。又、地元大手企業の地場調達面談では具体的な案件が成立した。 

   更に、医療機器メ－カ－製品のOEM先にマッチングする企業があり、今後の 

  商談成立に可能性を高めた。 
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 ４-１．JETRO海外招聘企業、商談会総括 

   海外企業（5ｶ国5社）による商談会は、26社で商談数56回を実施。   

  商談参加企業から、「自社製品の販路拡大に繋がる期待が持てた」、「海外
市場ニ－ズを知る事が出来た」、海外バイヤ－から「新しい技術を知る事が
出来、有益な商談であった」、「取扱って見たい製品がいくつか有、早急に 

  プロモ－ションを行いたい」等のや展示ブ－ス視察より急遽、商談に臨む等 

  もあり、具体的案件状況は集計中。 

 ４-２．テクノ財団；DTF研究会の成果、動向総括 

  ① フランス（オ－トサボア県）と諏訪地域との技術提携調印【MOU調印】 

  ② フランス（テザム経由）から、Ｔ社の装置5～6台の成約（昨年は1台実績） 

  ③DTF装置のEU圏販売強化への仕組み作り（CE規格の取得） 

   ・今までの交流会より、具体的な商談に結び付いている 

  ④その他関連事項 

   ・ロボット展（11月11日幕張会場）での取組み成果、事例発表 

   ・海外企業等へ、ＤＴＦ研究会メンバ－に加入促進し、海外ネットワ－ク 

    構築を推進 

４．海外招聘・招待 企業、商談・ビジネス動向 
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５．メッセ開催に合わせた展示活用セミナ－の実施 

５-１．展示会のワンポイントアドバイス 

諏訪圏工業メッセ2011 
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５．メッセ開催に合わせた展示活用セミナ－の実施 

５-２．わが社の「ひとわざ（一技）ＰＲシート」の作成ポイント 

諏訪圏工業メッセ2011 
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５．メッセ開催に合わせた展示活用セミナ－の実施 

５-２．わが社の「ひとわざ（一技）ＰＲシート」の作成ポイント 

諏訪圏工業メッセ2011 
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６．わが社の「ひとわざ（一技）ＰＲ冊子化、ホ－ムペ－ジによる情報発信 

ひとわざ（一技）PR冊子 

カシメ・接着

ｺ-ﾃﾝｸﾞ

板金
熱処理

検査機器

ﾚﾝｽﾞ研磨

通信

開発支援

素材配合

プレス

NAGANO ものづくり
諏訪圏ガイド

・・・・

・・・・

研削

ゴム成形

PL成形

切削・穴明

各種製品

各種機器

分解析処理

ﾕﾆｯﾄ

ユニット・ｺﾝﾎﾟ

ｿﾌﾄｳｴｱ

ﾚﾝｽﾞ・部品

省力化機器

ユニット・ｺﾝﾎﾟ

機器・製品

塗装・印刷

メッキ

その他

金属加工

PL・ｺﾞﾑ
加工

諏訪圏ものづくり
推進機構

諏訪圏工業ﾒｯｾ

表面処理
熱処理

電気・
電子製造

機械装置
製造

光学部品
製品製造

IT・ｿﾌﾄ
通信

開発設計
試作

会員企業

会員企業
出展企業

出展企業

出展企業

出展企業

会員企業

わが社の「ひとわざ（一技）」ＰＲ表紙

す諏訪圏工業メッセ実行委員会
長野県テクノ財団

諏訪テクノレイクサイド地域センタ－

NPO 諏訪圏ものづくり推進機構

会員企業出展企業

出展企業

基板・実装
調達支援

梱包

ﾀﾞﾝﾎﾞ-ﾙ

各種

ひとわざ（一技）PR ﾎｰﾑﾍﾟ-ｼﾞ開設 

諏訪圏工業メッセ2011 
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■効果有、今後のﾋﾞｼﾞﾈｽ拡大に大いに役立つなど 

 ①自社として今までにない取組みにより、新規取引先とのコンタクトが出来た（NK社） 

 ②新規顧客から3件の商談を獲得出来た（E社） 

 ③ｶﾞﾗｽ・ｾﾗﾐｯｸｽ・結晶材料加工を目的とした来場者が増えた（ST社） 

 ④新製品の販促に大きな成果があった (MG社） 

 ⑤新規見込む客、出展の反響は例年以上で、昨年に比べ大きな手ごたえ有（多数社） 

 ⑥新規顧客より製品購入検討、数件の商談・引合い、受注出来た（KE、MK、NT、NK社） 

 ⑦技術相談、依頼試験など新たな案件が発掘出来た（NKC社） 

 ⑧新規受注が取れた、商談も出来、受注の可能性がある（CG、NS、SK社） 

 ⑨大手企業からの取引依頼があり、企業訪問し見積もり提示（HS社） 

 ⑩発出展であったが、ﾒﾃﾞｱ等の効果も有り域外企業の開拓が出来た（KＫ社） 

 ⑪今までの展示会にない集客があり、名刺交換が出来、他の展示会以上となる（DT社） 

 ⑫開期中200社超の接客と100社超の訪問先情報を獲得（KC社） 

 ⑬県外企業からの顧客が増えており、今後に期待する（多数社） 

 ⑭新技術開発発表の場として活用し、反応は非常に良かった（MC社） 

 ⑮今後の地域ﾈｯﾄﾜ-ｸ作りに大いに役立つ（多数社） 

７．出展企業アンケ－ト抜粋（効果評価） 
  短期的ではあるが、効果有・効果に欠けた等の評価をｺﾒﾝﾄ形式で記載 

諏訪圏工業メッセ2011 
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■効果に欠けたが、今後の課題などを見つけたなど 

 ①自社の出展の反省として展示・営業方法などの課題を見つける事が出来、次回は 

   更に良くするため、取り組みが見えた（HT社） 

 ②都会等の大きな展示会と異なり、県外企業との繋がりに欠けた（MK社） 

 ③海外ﾊﾞｲﾔ-の招聘はよく、更にJETROと協力して頂き、海外ﾋﾞｼﾞﾈｽﾁｬﾝｽを充実して 

   ほしい、ｲﾍﾞﾝﾄの活用方法によっては展示会が充実すのではないか（OS社） 

 ④圏内の出展企業が年々減尐している感じで、その背景を分析する必要がある（TS社） 

 ⑤ﾌﾞｰｽ展示方法について、ｲﾝﾊﾟｸﾄを与えるような工夫が必要であった（KK社） 

 ⑥比較的特異分野（例；絶縁電着）より、客先反応はイマイチ（NS社） 

 ⑦当社ﾌﾞ-ｽのｱﾋﾟ-ﾙ度が薄く、来場者の関心に欠けた（I社） 

 ⑧展示をｼﾝﾌﾟﾙにすれば一目に触れにくく、賑やかにすれば何を展示したいのか、分か
りにくくなり展示の重要性を感じる（YD社） 

 ⑨自社展示について、ﾏﾝﾈﾘ-化しており、戦略的な展開が必要と感じた（A社、EK社） 

 ⑩出展企業との協力により、都市圏からの来場を促す活動が必要ではないか（MK社） 

 ⑪県外出展社の15万円は高く、他展示会に比べ割高感がある、又、営利目的でない団
体等の出展料減額の検討をお願いしたい（KC社、某団体）  

 ⑫逆営業･ﾋﾞｼﾞﾈｽに関係のない来場者対応で来場客との商談機会を失われた（M社） 

 

 

７．出展企業アンケ－ト抜粋（効果評価） 
  短期的ではあるが、効果有・効果に欠けた等の評価をｺﾒﾝﾄ形式で記載 

諏訪圏工業メッセ2011 
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諏訪圏工業メッセ2010 

８．総括、今後の主な課題と取組み 

 ■ミニ商談会 

  １．招聘企業からの指名方式は“ﾐｽﾏｯﾁﾝｸﾞを極小にする”良い方法であり、次年度 

    からの方向性が見える。 

  ２．経営支援NPOｸﾗﾌﾞとは異なる、本機構ルートの “招聘企業・商談会検討”要。 

  ３．“ひとわざＰＲシ－ト”の積極的活用 

    応募方式（今回出展企業の約40％企業に相当）から義務化等の方式、検討で 

    企業ＰＲに大変有効となる本ツ－ル活用の積極的な活用検討。 

 ■大手招待企業の視察アテンドの方向性 

  １．展示視察より招待企業をニ－ズ掴み、“適切なｱﾄﾞﾊﾞｲｽによる商談成立方式に 

    ウエイトを置く方法“の拡大。 

  ２．大手商社招待による域内企業からの“サプライチェ－ン構築”の可能性模索。 

  ３．今回招待企業からの“ミニ商談会企画”検討 

 ■海外バイヤ－招聘商談会 

  １．JETROとの共同企画、取組みとフォロ－アップ体制の確立 

  ２．DTF研究会とのビジネスチャンス連携 

 ■メッセ開催に先立つ“展示活用セミナ－”について 

  １．展示方法から“プレゼンスの効果的な研修（ビジネスチャンス最大限活用）” 

  ２．“ひとわざＰＲシ－ト“作成ポイント研修とプレゼンスの実地訓練（開期中ｲﾍﾞﾝﾄ企画） 
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次回、第11回に向けた取り組みへ 

スタ－トとなります 

          諏訪圏工業メッセ2010実行委員会事務局 
          推進本部（NPO諏訪圏ものづくり推進機構） 

※本報告はﾋﾞｼﾞﾈｽ視点での纏めとし、ﾒｯｾ全体の経済効果、来場者 

 ｱﾝｹ-ﾄ調査からの開催効果の取り纏めは長野経済研究所による。 

諏訪圏工業メッセ 実行委員会 

諏訪圏工業メッセ２０１１ 

『ビジネス契機分析・評価』 


